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(57)【要約】
　本発明はローカルコールローカルスイッチの実現方法
を提供し、発信側MSCが発信ユーザのコール確立要求を
受信し、発信側MSCと着信側MSCとが互いに発信ユーザ及
び着信ユーザのアクセス情報を伝達し、発信側MSC又は
着信側MSCは、相手ユーザのアクセス情報によってロー
カルスイッチをトリガーするかどうかを判断し、ローカ
ルスイッチをトリガーする際、発信側MSC又は着信側MSC
がBSSにローカルスイッチを実行することを通知するこ
とを含む。本発明は、さらにローカルコールローカルス
イッチの実現システムを提供し、MSC及びBSSを含み、こ
れにより、ローカルコールローカルスイッチを支持して
実現する。本発明が提供したローカルコールローカルス
イッチの実現方法及びシステムは、MSCによってローカ
ルコールに判断し、さらにBSSにローカルスイッチを実
行することを通知し、BSSが複数のMSCを接続することに
よるローカルスイッチ失敗の問題を解決する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ローカルコールローカルスイッチの実現方法であって、該方法は、
　発信側移動スイッチセンターMSCが発信ユーザのコール確立要求を受信し、前記発信側M
SCと着信側MSCが互いに発信ユーザと着信ユーザのアクセス情報を伝達するステップと、
　前記発信側MSC又は前記着信側MSCが相手ユーザのアクセス情報によってローカルスイッ
チをトリガーすることができるかどうかを判断するステップと、及び、
　ローカルスイッチをトリガーすることができることを判断すると、前記発信側MSC又は
前記着信側MSCがBSSに前記ローカルスイッチを実行することを通知するステップを含むロ
ーカルコールローカルスイッチの実現方法。
【請求項２】
　前記発信側MSCと着信側MSCとが互いに発信ユーザと着信ユーザのアクセス情報を伝達す
るステップに、
　ユーザがローカルスイッチ条件を満足することを判断すると、前記発信側MSCと前記着
信側MSCが互いに前記アクセス情報を伝達し、又は、
　前記発信側MSCと前記着信側MSCとが無条件に前記アクセス情報を伝達し、そのうち、前
記アクセス情報にユーザのローカルスイッチサポート指示を含む請求項１に記載の実現方
法。
【請求項３】
　前記アクセス情報は、
　前記発信ユーザ又は前記着信ユーザのコールを確立する際の位置情報と、
　ユーザのベアラ回路情報又はコール標識であって、そのうち、
　前記コール標識とは、前記発信側MSCと前記発信側BSSとの間または前記着信側MSCと前
記着信側BSSとの間にコール接続に関連するための標識であり、前記ベアラ回路情報とは
、前記発信側MSCと前記発信側BSS又は前記着信側MSCと前記着信側BSSをコール分配に標識
するためのベアラ物理接続であるユーザのベアラ回路情報又はコール標識と、及び、
　ユーザのローカルスイッチサポート指示であって、そのうち、
　前記ローカルスイッチ支持指示とは、前記発信側MSC又は着信側MSCが、前記発信ユーザ
又は前記着信ユーザがローカルスイッチ条件を満足するかどうかに対する指示であるユー
ザのローカルスイッチサポート指示を含む請求項１に記載の実現方法。
【請求項４】
　前記ユーザがローカルスイッチ条件を満たすこととは、前記ユーザが現在に別のユーザ
と通信している会話が存在しなく、運営者のローカルスイッチユーザの管理策略に符合す
ることである請求項２に記載の実現方法。
【請求項５】
　前記発信側MSCと着信側MSCが互いにアクセス情報を伝達するステップにおいて、
　前記発信側MSCと前記着信側MSCが同じMSC又は異なるMSCである請求項２に記載の実現方
法。
【請求項６】
　前記発信側MSCと前記着信側MSCが同じMSCであると、前記発信側MSCと着信側MSCが互い
に発信ユーザと着信ユーザのアクセス情報を伝達するステップは、前記発信側MSC及び前
記着信側MSCが内部に前記アクセス情報を伝達することであり、又は、
　前記発信側MSCと前記着信側MSCが異なるMSCであると、前記発信側MSCと着信側MSCが互
いに発信ユーザと着信ユーザのアクセス情報を伝達するステップは、前記発信側MSCと前
記着信側MSCがISUP/BICCシグナル又はMAP通知メッセージにより前記アクセス情報を伝達
する請求項５に記載の実現方法。
【請求項７】
　ユーザがローカルスイッチ条件を満たすことを判断すると、前記発信側MSCと前記着信
側MSCが互いに前記アクセス情報を伝達し、前記発信側MSC又は前記着信側MSCが相手ユー
ザのアクセス情報によってローカルスイッチをトリガーすることができるかどうかを判断
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するステップは、
　前記発信側MSC又は前記着信側MSCは、相手ユーザのアクセス情報における位置情報と本
ユーザが存在している位置情報とが同一のBSSに属するかどうかを判断し、及び、
同じBSSに属することを判断すると、前記本ユーザが請求項４に記載のローカルスイッチ
条件を満たし、前記発信側MSC又は前記着信側MSCは、前記ローカルスイッチをトリガーす
ることができることに判断し、
　または、
　前記発信側MSCと前記着信側MSCが無条件に前記アクセス情報伝達を伝達すると、前記発
信側MSC又は前記着信側MSCが相手ユーザのアクセス情報によってローカルスイッチをトリ
ガーすることができるかどうかを判断するステップは、
　前記発信側MSC又は前記着信側MSCは、相手ユーザのアクセス情報における位置情報と本
ユーザが存在している位置情報が同じBSSに属するかどうかを判断し、及び、同じBSSに属
すると、且つ前記相手ユーザアクセス情報にユーザのローカルスイッチサポート指示を含
み、これにより、該ユーザがローカルスイッチ条件を満たすことを指示し、且つ本ユーザ
がローカルスイッチ条件を満たし、前記発信側MSC又は前記着信側MSCが前記ローカルスイ
ッチをトリガーすることができることに判断する請求項１に記載の実現方法。
【請求項８】
　前記発信側MSC又は前記着信側MSCがBSSにローカルスイッチを実行することを通知する
ステップは、
　前記発信側MSC又は前記着信側MSCは、陸上回線割り当てメッセージにより、相手ユーザ
のベアラ回路情報又はコール標識を前記BSSに伝達し、前記BSSが受信したユーザのベアラ
回路情報又はコール標識によって、両側のコール接続に関連し、前記ローカルスイッチを
実行し、両側の音声ベアラにループを行い、
　又は、
　前記発信側MSC又は前記着信側MSCが着信ユーザの応答メッセージを受信し、そして、前
記BSSへローカルスイッチ命令を送信し、そのうち、前記ローカルスイッチ命令において
前記発信ユーザ及び前記着信ユーザのベアラ回路情報又はコール標識を携帯し、及び、
前記BSSが前記ローカルスイッチ命令を受信した後、前記発信ユーザ及び前記着信ユーザ
の前記ベアラ回路情報又はコール標識によって両側のコール接続に関連し、前記ローカル
スイッチを実行し、両側の音声ベアラにループを行うことを含む請求項１に記載の実現方
法。
【請求項９】
　前記BSSが前記ローカルスイッチを実行するステップの後、前記方法は、さらに、
　前記BSSが実行結果を前記発信側MSC及び前記着信側MSCのうちの一側に返し、そして、
前記実行結果を受信するMSCが前記実行結果を前記発信側MSC及び前記着信側MSCのうちの
もう一側に転送し、又は、
　前記BSSが実行結果を前記発信側MSC及び前記着信側MSCに返すことを含む請求項１に記
載の実現方法。
【請求項１０】
　前記実行結果は、ローカルスイッチ完成メッセージ又はローカルスイッチ成功メッセー
ジを含む請求項９に記載の実現方法。
【請求項１１】
　前記発信側MSCと前記着信側MSCが前記実行結果を受信するステップの後、前記方法は、
さらに、
　前記発信側MSCが前記発信側MSCと前記BSSとの間のベアラ陸上回線をリリースし、及び
、
　前記着信側MSCが前記着信側MSCと前記BSSとの間のベアラ陸上回線をリリースすること
を含む請求項１０に記載の実現方法。
【請求項１２】
　ローカルコールローカルスイッチの実現システムであって、
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　その中に移動スイッチセンターMSC及び基地局システムBSSを含み、そのうち、
　前記MSCは、MSC発信者処理モジュール及びMSC着信者処理モジュールを含み、そのうち
、
　前記MSC発信者処理モジュールは、
　発信ユーザのコール確立要求を受信し、及び、
　前記着信側MSCと又は前記MSC着信者処理モジュールと互いに発信ユーザ及び着信ユーザ
のアクセス情報を伝達し、
　前記発信側MSCによってローカルスイッチを実行するかどうかを決定すると、前記着信
ユーザのアクセス情報によってローカルスイッチをトリガーすることができるかどうかを
判断し、且つローカルスイッチをトリガーすることができることに判断すると、前記発信
側BSSに通知して、これにより、ローカルスイッチを実行するように設置され、
　前記MSC着信者処理モジュールは、
　前記発信側MSCと又は前記MSC発信者処理モジュールと互いに前記発信ユーザ及び前記着
信ユーザのアクセス情報を伝達し、及び、
　前記着信側MSCによってローカルスイッチを実行するかどうかを決定すると、前記発信
ユーザのアクセス情報によって、ローカルスイッチをトリガーすることができるかどうか
を判断し、且つローカルスイッチをトリガーすることができることに判断すると、前記着
信側BSSにローカルスイッチを実行することを通知するように設置され、
　前記BSSは、BSS発信者処理モジュール及びBSS着信者処理モジュールを含み、そのうち
、
　前記BSS発信者処理モジュールが前記発信側MSCの通知によって、前記ローカルスイッチ
を実行するように設置され、又は、
　前記BSS着信者処理モジュールは、前記着信側MSCの通知によって前記ローカルスイッチ
を実行するように設置されるローカルコールローカルスイッチの実現システム。
【請求項１３】
　前記MSC発信者処理モジュールは、さらに、前記発信ユーザがローカルスイッチ条件を
満たすかどうかを判断するように設置され、
　前記MSC着信者処理モジュールは、さらに、前記着信ユーザがローカルスイッチ条件を
満たすかどうかを判断し、
　そのうち、前記のローカルスイッチ条件に満たすこととは、ユーザが現在に別のユーザ
と通信している会話を存在しなく、運営者のローカルスイッチユーザの管理策略に符合す
ることである請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記発信側MSCと着信側MSCが異なっていると、前記MSC発信者処理モジュールがISUP/BI
CCシグナル又はMAP通知メッセージによって前記着信側MSCと前記アクセス情報を伝達し、
又は、
前記MSC着信者処理モジュールは、ISUP/BICCシグナル又はMAP通知メッセージによって前
記発信側MSCとアクセス情報を伝達する請求項１２に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記MSC発信者処理モジュールは、さらに、前記着信ユーザのアクセス情報における位
置情報と前記発信ユーザが存在している位置情報が同一のBSSに属するかどうかを判断し
、
　同一のBSSに属し、且つ前記発信ユーザがローカルスイッチ条件を満足することに判断
すると、又は同一のBSSに属し、前記着信ユーザのアクセス情報にユーザのローカルスイ
ッチサポート指示を含み、且つ前記発信ユーザがローカルスイッチ条件を満たすことに判
断すると、ローカルスイッチをトリガーすることができることに判断するように設置され
、
　又は、
　前記MSC着信者処理モジュールは、さらに、前記発信ユーザのアクセス情報における位
置情報と前記着信ユーザが存在している位置情報が同一のBSSに属するかどうかを判断し
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、
　同一のBSSに属し、且つ前記着信ユーザがローカルスイッチ条件を満たすことに判断す
ると、又は同一のBSSに属し、前記着信ユーザのアクセス情報にユーザのローカルスイッ
チサポート指示を含み、且つ前記着信ユーザがローカルスイッチ条件を満たすことに判断
すると、ローカルスイッチをトリガーすることができることに判断するように設置される
請求項１２に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記MSC発信者処理モジュールは、さらに、陸上回線割り当てメッセージによって前記
着信ユーザのベアラ回路情報又はコール標識を前記発信側BSSに伝達するように設置され
、
　前記BSS発信者処理モジュールは、さらに、前記着信側MSCが伝達したユーザのベアラ回
路情報又は前記コール標識を受信し、両側のコール接続を関連し、両側の音声ベアラに対
してループを行うように設置され、
　又は、
　前記MSC着信者処理モジュールは、さらに、陸上回線割り当てメッセージによって前記
発信ユーザのベアラ回路情報又はコール標識を前記着信側BSSに伝達するように設置され
、
　前記BSS着信者処理モジュールは、さらに、前記発信側MSCが伝達したユーザのベアラ回
路情報又は前記コール標識を受信し、両側のコール接続に関連し、両側の音声ベアラにル
ープを行うように設置される請求項１２に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記MSC発信者処理モジュールは、さらに、前記着信側MSC又は前記MSC着信者処理モジ
ュールが伝達した着信ユーザの応答メッセージを受信した後、前記発信側BSSへローカル
スイッチ命令を送信し、そのうち、前記ローカルスイッチ命令において前記発信ユーザ及
び前記着信ユーザのベアラ回路情報又はコール標識を携帯するように設置され、
　前記BSS発信者処理モジュールは、さらに、前記発信側MSCが送信した前記ローカルスイ
ッチ命令を受信し、そのうちに携帯した発信ユーザと着信ユーザのベアラ回路情報又は前
記コール標識によって、両側のコール接続を関連し、両側の音声ベアラにループを行うよ
うに設置され、又は、
　前記MSC着信者処理モジュールは、さらに、前記着信ユーザの応答メッセージを受信し
た後、前記応答メッセージを前記MSC発信者処理モジュールに伝達し、又は、前記着信ユ
ーザの応答メッセージを受信した後、前記着信側BSSへローカルスイッチ命令を送信し、
そのうち、前記ローカルスイッチ命令において前記発信ユーザ及び前記着信ユーザのベア
ラ回路情報又はコール標識を携帯するように設置され、
　前記BSS着信者処理モジュールは、さらに、前記着信側MSCが送信した前記ローカルスイ
ッチ命令を受信し、且つそのうちに携帯した発信ユーザ及び着信ユーザのベアラ回路情報
又は前記コール標識によって、両側のコール接続を関連し、両側の音声ベアラにループを
行うように設置される請求項１２に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記BSS発信者処理モジュールは、さらに、ローカルスイッチの実行結果を前記発信側M
SCに返すように設置され、
　前記BSS着信者処理モジュールは、さらに、ローカルスイッチの実行結果を前記着信側M
SCに返すように設置され、
　前記MSC発信者処理モジュールは、さらに、前記発信側BSSが返した実行結果を受信し、
且つ前記実行結果を前記MSC着信者処理モジュール又は前記着信側MSCに転送するように設
置され、
　前記MSC着信者処理モジュールは、さらに、前記着信側BSSが返した実行結果を受信し、
且つ前記実行結果を前記MSC発信者処理モジュール又は前記発信側MSCに転送するように設
置され、
　そのうち、前記実行結果は、ローカルスイッチ完成メッセージ又はローカルスイッチ成



(6) JP 2013-502103 A 2013.1.17

10

20

30

40

50

功メッセージを含む請求項１２に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記MSC発信者処理モジュールは、さらに、前記実行結果を受信した後、前記発信側BSS
との間のベアラ陸上回線をリリースするように設置され、
前記MSC着信者処理モジュールは、さらに、前記実行結果を受信した後、前記着信側BSSと
の間のベアラ陸上回線をリリースするように設置される請求項１２に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は通信分野に関し、より具体的に回路ドメインのローカルコールローカルスイッ
チ（ LCLS、 Local Call Local Switch ） の実現方法及びシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　GSM(登録商標) ( Global System for Mobile communications、 グローバル移動通信シ
ステム )及びUMTS ( Universal Mobile Telecommunications System、 ユニバーサル移動
体通信システム)などのモバイルネットワークは、回路スイッチ技術を採用して、回路（ 
Circuit Switched、 CSと略称する ）ドメインとお呼び、ユーザに基本的な音声サービス
、及び音声サービスに基づく補足サービスを提供することができる。
【０００３】
　世界の若干の地方、例えばアフリカ、 南アメリカ及び南アジアなどの地方において、
快速的な依頼可能な伝送資源に欠けてまたは高い伝送コストをかかるので、運営者に、ネ
ットワーク及びビジネス展開の面である程度の困りを持ってきた。しかしながら、統計デ
ータによって、それらの地方に、モバイルネットワークにおける大部分のコールはローカ
ルコールであり、これらのコールが同じBSS( Base Station System、基地局システム)に
生産する。ローカルコールに対して、ローカルスイッチ技術（音声データがBSSにおいて
ループを行う。）を採用すると、BSSと核心ネットMSC( Mobile Switch Center、移動スイ
ッチセンター )との間のAインターフェース伝送資源を節約することができる。
【０００４】
　図1は、伝統的な音声コールの模式図であり、ユーザ設備が(User Equipment、 UE)回路
ドメインによりBSS及びMSCにアクセスする。UE1がUE2をコールしている際、UE1は、BSSに
よりそれにアクセスされたMSCにコール確立要求を送信し、MSCはUE2がアクセスした位置
情報によって、着信者UE2を見つけて、BSSにUE1とUE2に接された無線ベアラを設定するこ
とを通知し、且つそれぞれBSSとMSC間のUE1及びUE2とのベアラを設定し、MSCの両側のベ
アラがループを行って、UE1とUE2との間の音声通信を保証する。
【０００５】
　図2は、ローカルコールローカルスイッチ技術を採用する音声コールの模式図であり、
図1と比べて、MSCがUE1のコール確立要求を受信すると、セルによってUE1及びUE2が同一
のBSSに属するかどうかを判断し、UE1とUE2とが同一のBSSに属すると、MSCがBSSにローカ
ルスイッチを実行することを通知し、UE1及びUE2のベアラループがBSS側に実行し、これ
により、BSSとMSCとの間のベアラ資源、即ちAインターフェースベアラ資源を節約する。
【０００６】
　図3は、図2にローカルコールローカルスイッチ技術を採用するシグナル伝達過程を表わ
し、
　UE1とUE2が同一のBSSにコールを起動し、且つ核心ネットMSCにより相互接続を設定し、
MSCが発信者UE1及び着信者UE2にBSSとMSCとの間の回路番号又はコール標識を分配するス
テップ301と、
　着信者UE2がリンギング状態において応答し、且つBSSを介してMSCに着信応答メッセー
ジを送信するステップ302と、
　MSCが発信者UE1に着信応答メッセージを送信し、UE1にコール接続を通知するステップ3
03と、
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　MSCが発信者UE1及び着信者UE2の現在の位置情報により、本回のコールが同一のBSS内に
属するローカルコールであるかどうかを判断するステップ304と、
　同一のBSS内に属するローカルコールであると、MSCがBSSにローカルスイッチ命令メッ
セージを送信し、BSSにローカルスイッチを行うことを通知し、ローカルスイッチ命令メ
ッセージにおいてステップ301におけるMSCが発信者UE1及び着信者UE2に分配するBSSとMSC
との間の回路番号又はコール標識を携帯するステップ305と、
　BSSはローカルスイッチ命令メッセージを受信し、ローカルスイッチ命令メッセージに
おける発、着信者の回路番号又はコール標識によって、2つの行っている通信会話に関連
し、且つその音声データベアラに対してループを行って、音声ベアラがBSS内においてス
イッチを行うことを実現するステップ306と、
　ローカルスイッチが成功した後、BSSがMSCへローカルスイッチ成功メッセージを送信す
るステップ307と、及び、
　MSCがローカルスイッチ成功メッセージを受信した後、BSSにBSSとMSCとの間の音声ベア
ラ接続をリリースすることを通知し、即ちAインターフェースベアラ接続をリリースする
ステップ308を含む。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　前記ステップ分析に対して、BSSに複数のMSCを接続する様態において、図4に示すよう
に、発信者UE1がBSSによりMSC1にアクセスし、着信者UE2がBSSによりMSC2にアクセスし、
発信者及び着信者が同一のBSSにおいてコールを起動するが、発信者及び着信者がそれぞ
れ異なるMSCにアクセスし、304ステップにおいて発信者UE1にアクセスされたMSC1も、着
信者UE2にアクセスされたMSC2もすべて発、着信者の位置情報により本回のコールがロー
カルコールであるかどうかを判断することができなくなって、最終にローカルコールがロ
ーカルスイッチを実行することができなくなる問題を招く。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、BSSに複数のMSCを接続することによるローカルスイッチ失敗の問題を解決す
るローカルコールローカルスイッチの実現方法及びシステムを提供することを目的とする
。
【０００９】
　前記技術問題を解決するために、本発明は、ローカルコールローカルスイッチの実現方
法を提供し、該方法は、
　発信側MSCが発信ユーザのコール確立要求を受信し、前記発信側MSCと着信側MSCが互い
に発信ユーザと着信ユーザのアクセス情報を伝達するステップと、
　前記発信側MSC又は前記着信側MSCが相手ユーザのアクセス情報によってローカルスイッ
チをトリガーすることができるかどうかを判断するステップと、及び、
　ローカルスイッチをトリガーすることができることを判断すると、前記発信側MSC又は
前記着信側MSCがBSSに前記ローカルスイッチを実行することを通知するステップを含む。
さらに、上記方法において、前記発信側MSCと着信側MSCとが互いに発信ユーザと着信ユー
ザのアクセス情報を伝達するステップに、
　ユーザがローカルスイッチ条件を満足することを判断すると、前記発信側MSCと前記着
信側MSCが互いに前記アクセス情報を伝達し、又は、
　前記発信側MSCと前記着信側MSCとが無条件に前記アクセス情報を伝達し、そのうち、前
記アクセス情報にユーザのローカルスイッチサポート指示を含む。
【００１０】
　さらに、上記方法において、前記アクセス情報は、
　前記発信ユーザ又は前記着信ユーザのコールを確立する際の位置情報と、
　ユーザのベアラ回路情報又はコール標識であって、そのうち、
　前記コール標識とは、前記発信側MSCと前記発信側BSSとの間または前記着信側MSCと前
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記着信側BSSとの間にコール接続に関連するための標識であり、前記ベアラ回路情報とは
、前記発信側MSCと前記発信側BSS又は前記着信側MSCと前記着信側BSSをコール分配に標識
するためのベアラ物理接続であるユーザのベアラ回路情報又はコール標識と、及び、
　ユーザのローカルスイッチ支持指示であって、そのうち、
　前記ローカルスイッチ支持指示とは、前記発信側MSC又は着信側MSCが、前記発信ユーザ
又は前記着信ユーザがローカルスイッチ条件を満足するかどうかに対する指示であるユー
ザのローカルスイッチサポート指示を含む。
【００１１】
　さらに、上記方法において、前記ユーザがローカルスイッチ条件を満たすこととは、前
記ユーザが現在に別のユーザと通信している会話が存在しなく、運営者のローカルスイッ
チユーザの管理策略に符合することである。
【００１２】
　さらに、上記方法において、前記発信側MSCと着信側MSCが互いにアクセス情報を伝達す
るステップにおいて、
　前記発信側MSCと前記着信側MSCが同じMSC又は異なるMSCである。
さらに、上記方法において、
　前記発信側MSCと前記着信側MSCが同じMSCであると、前記発信側MSCと着信側MSCが互い
に発信ユーザと着信ユーザのアクセス情報を伝達するステップは、前記発信側MSC及び前
記着信側MSCが内部に前記アクセス情報を伝達することであり、又は、
　前記発信側MSCと前記着信側MSCが異なるMSCであると、前記発信側MSCと着信側MSCが互
いに発信ユーザと着信ユーザのアクセス情報を伝達するステップは、前記発信側MSCと前
記着信側MSCがISUP/BICCシグナル又はMAP通知メッセージにより前記アクセス情報を伝達
する。
【００１３】
　さらに、上記方法において、
　ユーザがローカルスイッチ条件を満たすことを判断すると、前記発信側MSCと前記着信
側MSCが互いに前記アクセス情報を伝達し、前記発信側MSC又は前記着信側MSCが相手ユー
ザのアクセス情報によってローカルスイッチをトリガーすることができるかどうかを判断
するステップは、
　前記発信側MSC又は前記着信側MSCは、相手ユーザのアクセス情報における位置情報と本
ユーザが存在している位置情報とが同一のBSSに属するかどうかを判断し、及び、
同じBSSに属することを判断すると、前記本ユーザが請求項４に記載のローカルスイッチ
条件を満たし、前記発信側MSC又は前記着信側MSCは、前記ローカルスイッチをトリガーす
ることができる。
【００１４】
　または、
　前記発信側MSCと前記着信側MSCが無条件に前記アクセス情報伝達を伝達すると、前記発
信側MSC又は前記着信側MSCが相手ユーザのアクセス情報によってローカルスイッチをトリ
ガーするかどうかを判断するステップは、
　前記発信側MSC又は前記着信側MSCは、相手ユーザのアクセス情報における位置情報と本
ユーザが存在している位置情報が同じBSSに属するかどうかを判断し、及び、同じBSSに属
すると、且つ前記相手ユーザアクセス情報にユーザのローカルスイッチサポート指示を含
み、これにより、該ユーザがローカルスイッチ条件を満たすことを指示し、且つ本ユーザ
がローカルスイッチ条件を満たし、前記発信側MSC又は前記着信側MSCが前記ローカルスイ
ッチをトリガーすることができることに判断する。
【００１５】
　さらに、上記方法において、前記発信側MSC又は前記着信側MSCがBSSにローカルスイッ
チを実行することを通知するステップは、
　前記発信側MSC又は前記着信側MSCは、陸上回線割り当てメッセージにより、相手ユーザ
のベアラ回路情報又はコール標識を前記BSSに伝達し、前記BSSが受信したユーザのベアラ



(9) JP 2013-502103 A 2013.1.17

10

20

30

40

50

回路情報又はコール標識によって、両側のコール接続に関連し、前記ローカルスイッチを
実行し、両側の音声ベアラにループを行い、
　又は、
　前記発信側MSC又は前記着信側MSCが着信ユーザの応答メッセージを受信し、そして、前
記BSSへローカルスイッチ命令を送信し、そのうち、前記ローカルスイッチ命令において
前記発信ユーザ及び前記着信ユーザのベアラ回路情報又はコール標識を携帯し、及び、
前記BSSが前記ローカルスイッチ命令を受信した後、前記発信ユーザ及び前記着信ユーザ
の前記ベアラ回路情報又はコール標識によって両側のコール接続に関連し、前記ローカル
スイッチを実行し、両側の音声ベアラにループを行うことを含む。
さらに、上記方法において、前記BSSが前記ローカルスイッチを実行するステップの後、
前記方法は、さらに、
　前記BSSが実行結果を前記発信側MSC及び前記着信側MSCのうちの一側に返し、そして、
前記実行結果を受信するMSCが前記実行結果を前記発信側MSC及び前記着信側MSCのうちの
もう一側に転送し、又は、
　前記BSSが実行結果を前記発信側MSC及び前記着信側MSCに返すことを含む。
さらに、上記方法において、前記発信側MSCと前記着信側MSCが前記実行結果を受信するス
テップの後、前記方法は、さらに、
　前記発信側MSCが前記発信側MSCと前記BSSとの間のベアラ陸上回線をリリースし、及び
、
　前記着信側MSCが前記着信側MSCと前記BSSとの間のベアラ陸上回線をリリースすること
を含む。
【００１６】
　本発明はローカルコールローカルスイッチの実現システムを提供し、その中に移動スイ
ッチセンターMSC及び基地局システムBSSを含み、そのうち、
　前記MSCは、MSC発信者処理モジュール及びMSC着信者処理モジュールを含み、そのうち
、
　前記MSC発信者処理モジュールは、
　発信ユーザのコール確立要求を受信し、及び、
　前記着信側MSCと又は前記MSC着信者処理モジュールと互いに発信ユーザ及び着信ユーザ
のアクセス情報を伝達し、
　前記発信側MSCによってローカルスイッチを実行するかどうかを決定すると、前記着信
ユーザのアクセス情報によってローカルスイッチをトリガーすることができるかどうかを
判断し、且つローカルスイッチをトリガーすることができることに判断すると、前記発信
側BSSに通知して、これにより、ローカルスイッチを実行するように設置され、
　前記MSC着信者処理モジュールは、
　前記発信側MSCと又は前記MSC発信者処理モジュールと互いに前記発信ユーザ及び前記着
信ユーザのアクセス情報を伝達し、及び、
　前記着信側MSCによってローカルスイッチを実行するかどうかを決定すると、前記発信
ユーザのアクセス情報によって、ローカルスイッチをトリガーすることができるかどうか
を判断し、且つローカルスイッチをトリガーすることができることに判断すると、前記着
信側BSSにローカルスイッチを実行することを通知するように設置され、
　前記BSSは、BSS発信者処理モジュール及びBSS着信者処理モジュールを含み、そのうち
、前記BSS発信者処理モジュールが前記発信側MSCの通知によって、前記ローカルスイッチ
を実行するように設置され、又は、
　前記BSS着信者処理モジュールは、前記着信側MSCの通知によって前記ローカルスイッチ
を実行するように設置される。
【００１７】
　さらに、上記システムにおいて、
　前記MSC発信者処理モジュールは、さらに、前記発信ユーザがローカルスイッチ条件を
満たすかどうかを判断するように設置され、
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　前記MSC着信者処理モジュールは、さらに、前記着信ユーザがローカルスイッチ条件を
満たすかどうかを判断し、
　そのうち、前記のローカルスイッチ条件に満たすこととは、ユーザが現在に別のユーザ
と通信している会話を存在しなく、運営者のローカルスイッチユーザの管理策略に符合す
ることである。
【００１８】
　さらに、上記システムにおいて、
　前記発信側MSCと着信側MSCが異なっていると、前記MSC発信者処理モジュールがISUP/BI
CCシグナル又はMAP通知メッセージによって前記着信側MSCと前記アクセス情報を伝達し、
又は、
　前記MSC着信者処理モジュールは、ISUP/BICCシグナル又はMAP通知メッセージによって
前記発信側MSCとアクセス情報を伝達する。
さらに、上記システムにおいて、
　前記MSC発信者処理モジュールは、さらに、前記着信ユーザのアクセス情報における位
置情報と前記発信ユーザが存在している位置情報とが同一のBSSに属するかどうかを判断
し、
　同一のBSSに属し、且つ前記発信ユーザがローカルスイッチ条件を満足することに判断
すると、又は同一のBSSに属し、前記着信ユーザのアクセス情報にユーザのローカルスイ
ッチサポート指示を含み、且つ前記発信ユーザがローカルスイッチ条件を満たすことに判
断すると、ローカルスイッチをトリガーすることができることに判断するように設置され
、
　又は、
　前記MSC着信者処理モジュールは、さらに、前記発信ユーザのアクセス情報における位
置情報と前記着信ユーザが存在している位置情報とが同一のBSSに属するかどうかを判断
し、
　同一のBSSに属し、且つ前記着信ユーザがローカルスイッチ条件を満たすことに判断す
ると、又は同一のBSSに属し、前記着信ユーザのアクセス情報にユーザのローカルスイッ
チサポート指示を含み、且つ前記着信ユーザがローカルスイッチ条件を満たすことに判断
すると、ローカルスイッチをトリガーすることができることに判断するように設置される
。
【００１９】
　さらに、上記システムにおいて、
　前記MSC発信者処理モジュールは、さらに、陸上回線割り当てメッセージによって前記
着信ユーザのベアラ回路情報又はコール標識を前記発信側BSSに伝達するように設置され
、
　前記BSS発信者処理モジュールは、さらに、前記着信側MSCが伝達したユーザのベアラ回
路情報又は前記コール標識を受信し、両側のコール接続を関連し、両側の音声ベアラに対
してループを行うように設置され、
　又は、
　前記MSC着信者処理モジュールは、さらに、陸上回線割り当てメッセージによって前記
発信ユーザのベアラ回路情報又はコール標識を前記着信側BSSに伝達するように設置され
、
　前記BSS着信者処理モジュールは、さらに、前記発信側MSCが伝達したユーザのベアラ回
路情報又は前記コール標識を受信し、両側のコール接続に関連し、両側の音声ベアラにル
ープを行うように設置される。
【００２０】
　さらに、上記システムにおいて、
　前記MSC発信者処理モジュールは、さらに、前記着信側MSC又は前記MSC着信者処理モジ
ュールが伝達した着信ユーザの応答メッセージを受信した後、前記発信側BSSへローカル
スイッチ命令を送信し、そのうち、前記ローカルスイッチ命令において前記発信ユーザ及
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び前記着信ユーザのベアラ回路情報又はコール標識を携帯するように設置され、
　前記BSS発信者処理モジュールは、さらに、前記発信側MSCが送信した前記ローカルスイ
ッチ命令を受信し、そのうちに携帯した発信ユーザと着信ユーザのベアラ回路情報又は前
記コール標識によって、両側のコール接続を関連し、両側の音声ベアラにループを行うよ
うに設置され、又は、
　前記MSC着信者処理モジュールは、さらに、前記着信ユーザの応答メッセージを受信し
た後、前記応答メッセージを前記MSC発信者処理モジュールに伝達し、又は、前記着信ユ
ーザの応答メッセージを受信した後、前記着信側BSSへローカルスイッチ命令を送信し、
そのうち、前記ローカルスイッチ命令において前記発信ユーザ及び前記着信ユーザのベア
ラ回路情報又はコール標識を携帯するように設置され、
　前記BSS着信者処理モジュールは、さらに、前記着信側MSCが送信した前記ローカルスイ
ッチ命令を受信し、且つそのうちに携帯した発信ユーザ及び着信ユーザのベアラ回路情報
又は前記コール標識によって、両側のコール接続を関連し、両側の音声ベアラにループを
行うように設置される。
【００２１】
　さらに、上記システムにおいて、
　前記BSS発信者処理モジュールは、さらに、ローカルスイッチの実行結果を前記発信側M
SCに返すように設置され、
　前記BSS着信者処理モジュールは、さらに、ローカルスイッチの実行結果を前記着信側M
SCに返すように設置され、
　前記MSC発信者処理モジュールは、さらに、前記発信側BSSが返した実行結果を受信し、
且つ前記実行結果を前記MSC着信者処理モジュール又は前記着信側MSCに転送するように設
置され、
　前記MSC着信者処理モジュールは、さらに、前記着信側BSSが返した実行結果を受信し、
且つ前記実行結果を前記MSC発信者処理モジュール又は前記発信側MSCに転送するように設
置され、
　そのうち、前記実行結果は、ローカルスイッチ完成メッセージ又はローカルスイッチ成
功メッセージを含む。
【００２２】
　さらに、上記システムにおいて、
　前記MSC発信者処理モジュールは、さらに、前記実行結果を受信した後、前記発信側BSS
との間のベアラ陸上回線をリリースするように設置され、
　前記MSC着信者処理モジュールは、さらに、前記実行結果を受信した後、前記着信側BSS
との間のベアラ陸上回線をリリースするように設置される。
【発明の効果】
【００２３】
　従来の技術と比べて、本発明が提供したローカルコールローカルスイッチの実現方法及
びシステムは、MSCによってローカルコールに対して判断し、さらに、BSSにローカルスイ
ッチを実行することを通知し、BSSに複数のMSCを接続することによるローカルスイッチ失
敗の問題を解決する。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】伝統的な音声コールの模式図である。
【図２】ローカルコールローカルスイッチ技術を採用した音声コールの模式図である。
【図３】図2にローカルスイッチ技術を採用したシグナルフローチャートである。
【図４】BSSに複数のMSCを接続する様態の模式図である。
【図５】本発明の発信ユーザ及び着信ユーザが異なるMSC様態において、発信側MSCがロー
カルコールを判断する実施例のフローチャートである。
【図６】本発明の発信ユーザ及び着信ユーザが異なるMSC様態において、着信側MSCがロー
カルコールを判断する実施例のフローチャートである。
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【図７】本発明のBSSローカルスイッチが失敗する実施例のフローチャートである。
【図８】本発明のローカルコールローカルスイッチの実現システムの模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、図面および実施例を結合して本発明に対してより詳しく説明する。
【００２６】
　図5は、発信ユーザ及び着信ユーザが異なるMSC様態において、発信側MSCがローカルコ
ールを判断する実施例のフローチャートである。本実施例において、UE1及びUE2は、それ
ぞれ同じBSSを介してMSC1とMSC2にアクセスし、UE1がUE2をコールして、MSC1がUE2を取得
するアクセス情報によって、UE1とUE2がローカルコールであることを判断し、BSSにロー
カルスイッチを実行することを通知する。図5に示すように、本実施例は、以下のステッ
プを含み、
　501、UE1はBSSによってMSC1へコール確立要求を起動し、要求メッセージにおける着信
者がUE2であり、MSC1がBSSへ割り当て命令を送信し、BSSに陸上回線および無線インター
フェース資源を割り当てることを通知し、
　502、MSC1は、着信者UE2の番号、又はUE2のユーザホームサーバへ取得したユーザロー
ミング番号によって、MSC2へアドレス初期メッセージを送信し、又はMSC2へ基地局間ベア
ラ設定要求を送信し、
　503、MSC1は、UE1が、現在に別のユーザと通信している会話が存在するかどうか、運営
者のローカルスイッチユーザの管理策略に符合するかどうか、監視ポイント、即ちMSCの
モニターサービスを設置するかどうかを判断し、UE1は、同時に、現在に別のユーザと通
信している会話が存在しないこと、運営者のローカルスイッチユーザの管理策略に符合す
ること、監視ポイント、即ちMSCのモニターサービスを設置しないことを満たすと、又は
、UE1は、少なくとも現在に別のユーザと通信している会話を存在しないこと、運営者の
ローカルスイッチユーザの管理策略に符合することを満たすと、ローカルスイッチ条件を
満たし、
　504、MSC1が発信者アクセス情報をMSC2に提出し、そのうち、発信者アクセス情報に、
発信者UE1がコールを確立する際の位置情報と、
　501ステップにおいてMSC1及びBSSの間のベアラ回路情報又はMSC1及びBSSのコールを関
連するコール標識と、
　発信者UE1がローカルスイッチ条件を満足するかどうかを指示するためのユーザローカ
ルスイッチ支持指示と、
　発信者アクセス情報の伝達がISUP/BICCシグナル又はMAP通知メッセージを採用すること
、を含み、
　505、MSC2は、MSC1が502ステップにおいて送信したアドレス初期メッセージ又は送信し
た基地局間ベアラ設定要求を受信し、MSC2は、アドレス初期メッセージにおける着信者番
号によって、又はローミング番号が取得した着信者番号によって、又は基地局間ベアラ設
定要求における着信者番号によって、UE2へ着信者設定コール要求を送信し、
　506、着信リンギングし、
　507、着信応答し、且つ応答メッセージをMSC2に送信し、
　508、MSC2は、UE2がローカルスイッチ条件を満足するかどうかを判断し、方法が503を
参照し、
　509、MSC2がUE2の応答メッセージをMSC1に送信し、
　510、MSC1が再びUE2の応答メッセージをUE1に通知し、
　511、508ステップにおいてユーザUE2がローカルスイッチ条件を満たすことを判断する
と、MSC2がMSC1へUE2のアクセス情報を返し、そのうち、UE2のアクセス情報の内容が504
ステップにおける発信者アクセス情報の内容と同じ、具体的に、
　着信者UE2がコールを確立する際の位置情報と、
　MSC2とBSSとの間のベアラ回路情報又はMSC2とBSSコールを関連するコール標識と、
着信者UE2がローカルスイッチ条件を満たすかどうかを指示するためのユーザローカルス
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イッチサポート指示を含み、
　512、MSC1がUE2のアクセス情報における位置情報によって、UE2とUE1がBSSに属するか
どうかを判断し、即ち前記コールがローカルコールであるかどうかを判断し、且つUE1とU
E2とがすべてローカルスイッチ条件を満たすかどうかを判断し、
　513、512ステップにおいてUE1とUE2がすべてローカルスイッチ条件を満たすことを判断
すると、MSC1がBSSへローカルスイッチ命令メッセージを送信し、そのうち、ローカルス
イッチ命令メッセージにUE1アクセス情報におけるベアラ回路情報又はコール標識及びUE2
アクセス情報におけるベアラ回路情報又はコール標識を含み、
　514、BSSがMSC1のローカルスイッチ命令メッセージを受信した後、UE1とUE2のベアラ回
路情報又はコール標識によって、2つのコール接続を関連し、発信側と着信側のベアラ回
路をBSS内においてループを行って、即ち、ローカルスイッチを実行し、
　515、ローカルスイッチが実行して完成した後、BSSがMSC1へローカルスイッチ完成メッ
セージを送信し、MSC1にローカルスイッチが完成したことを通知し、MSC1がBSSとの間の
ベアラの陸上回線をリリースし、
　516a、MSC1がローカルスイッチ完成メッセージを受信した後、MSC2へローカルスイッチ
完成メッセージを転送し、MSC2にローカルスイッチが成功したことを通知し、MSC2がロー
カルスイッチ完成メッセージを受信した後、BSSとの間のベアラの陸上回線をリリースし
、又は、
　516b、BSSがMSC2へローカルスイッチ成功メッセージを送信し、MSC2にローカルスイッ
チが成功したことを通知し、MSC2がローカルスイッチ成功メッセージを受信した後、BSS
との間のベアラの陸上回線をリリースする。
【００２７】
　別の実施例において、504ステップにおいて、MSC1は、発信者UE1がローカルスイッチ条
件を満たすことを判断すると、MSC2へ発信者アクセス情報を伝達する。
【００２８】
　別の実施例において、508ステップが506-507ステップの前に位置しても良い。
【００２９】
　別の実施例において、511ステップが509ステップの前に位置してもよく、509ステップ
の応答メッセージパラメータに含んでも良い。
【００３０】
　別の実施例において、513-514ステップが以下のようであっても良い。
【００３１】
　MSC1は、陸上回線割り当てメッセージによって相手ユーザのベアラ回路情報又はコール
標識をBSSに伝達し、BSSが受信したユーザのベアラ回路情報又はコール標識によって、両
側のコール接続を関連し、前記ローカルスイッチを実行し、両側の音声ベアラにループを
行う。
【００３２】
　図6は、発信ユーザ及び着信ユーザが異なるMSC様態において、着信側MSCがローカルコ
ールを判断する実施例のフローチャートである。本実施例において、UE1及びUE2が同一の
BSSを介してそれぞれMSC1及びMSC2にアクセスし、UE1がUE2をコールし、MSC2がUE1を取得
するアクセス情報によって、UE1とUE2とがローカルコールであることを判断し、BSSにロ
ーカルスイッチを実行することを通知する。図6に示すように、本実施例は、以下のステ
ップを含み、
　601-606ステップが501-506ステップと同じ、ここで繰り返し説明しなく、
　607、MSC2は、UE2がローカルスイッチ条件を満たすかどうかを判断し、ローカルスイッ
チ条件を満たすと、MSC1へUE2のアクセス情報を返し、その返したアクセス情報内容が504
ステップと同じであり、
　608、MSC2がUE2の着信応答メッセージを受信し、
　609、MSC2は、発信者UE1のアクセス情報における位置情報によって、UE1とUE2が同じBS
Sに属することを判断し、即ち前記コールがローカルコールであり、且つUE1とUE2がすべ
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てローカルスイッチ条件を満たし、
　610、MSC2がBSSへローカルスイッチ命令メッセージを送信し、そのうち、ローカルスイ
ッチ命令メッセージにUE1アクセス情報におけるベアラ回路情報又はコール標識及びUE2ア
クセス情報におけるベアラ回路情報又はコール標識を含み、
　611、BSSがMSC2のローカルスイッチ命令メッセージを受信した後、ローカルスイッチを
実行し、514を参照し、
　612、BSSがローカルスイッチを実行して成功した後、MSC2に通知し、MSC2へローカルス
イッチ完成メッセージを送信し、MSC2がBSSとの間のベアラ陸上回線をリリースし、
613、MSC2がMSC1へ応答メッセージを返し、メッセージにローカルスイッチ完成指示を携
帯し、及び、
　614、MSC1は、応答メッセージを受信し、メッセージにローカルスイッチ完成指示を有
することを判断し、BSSとの間のベアラ陸上回線をリリースし、且つUE1の相手に応答を通
知する。
【００３３】
　別の実施例において、610-611ステップは、
　MSC2が陸上回線割り当てメッセージによって相手ユーザのベアラ回路情報又はコール標
識をBSSに伝達し、BSSは、受信したユーザのベアラ回路情報又はコール標識によって、両
側のコール接続を関連し、前記ローカルスイッチを実行し、両側の音声ベアラにループを
行うことであっても良い。
【００３４】
　図7は、BSSがローカルスイッチを実行して失敗した実施例のフローチャートである。図
7に示すように、本実施例は、以下のステップを含み、
　701-714ステップが501-514ステップと同じ、ここで繰り返し説明しなく、
715、ローカルスイッチの実行が失敗して、BSSがMSC1へローカルスイッチ失敗メッセージ
を送信し、MSC1にローカルスイッチが失敗したことを通知し、MSC1がBSSとの間のベアラ
陸上回線を保留し、
　716a、MSC1がローカルスイッチ失敗メッセージを受信した後、MSC2へローカルスイッチ
失敗メッセージを伝送し、MSC2にローカルスイッチが失敗したことを通知し、MSC2がロー
カルスイッチ失敗メッセージを受信した後、BSSとの間のベアラ陸上回線を保留し、又は
、
　716b、BSSがMSC2へローカルスイッチ失敗メッセージを送信し、MSC2がローカルスイッ
チ失敗メッセージを受信した後、BSSとの間のベアラ陸上回線を保留する。
【００３５】
　図8は、本発明のローカルコールローカルスイッチの実現システムの模式図であり、該
システムは、MSC及びBSSを含み、そのうち、MSCがBSSと通信接続し、MSCが発信側MSC又は
信側MSCとしてもよく、それぞれ発信側BSS又は信側BSSを接続する。
【００３６】
　MSCは、MSC発信者処理モジュール及びMSC着信者処理モジュールを含むでき、そのうち
、
　MSC発信者処理モジュールは、発信ユーザのコール確立要求を受信するためであり、
発信側MSCと着信側MSCが異なっている際、MSC発信者処理モジュールは、さらに、着信側M
SCと互いに発信ユーザ及び着信ユーザのアクセス情報を伝達するためであり、及び、
MSC着信者処理モジュールは、発信側MSCと互いに発信ユーザと着信ユーザのアクセス情報
を伝達するためであり、又は、
　発信側MSCと着信側MSCが同じMSCである時、MSC発信者処理モジュールは、さらにMSC着
信者処理モジュールと互いに発信ユーザと着信ユーザのアクセス情報を伝達し、及び、
MSC発信者処理モジュールは、さらに、着信ユーザのアクセス情報によってローカルスイ
ッチをトリガーすることできるかどうかを判断し、ローカルスイッチをトリガーすること
ができることに判断すると、発信側BSSにローカルスイッチを実行することを通知するた
めであり、又は、
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　MSC着信者処理モジュールは、さらに、発信ユーザのアクセス情報がローカルスイッチ
をトリガーできるかどうかを判断し、且つローカルスイッチをトリガーすることができる
ことに判断する際、着信側BSSにローカルスイッチを実行することに判断するためであり
、
　BSSは、BSS発信者処理モジュール及びBSS着信者処理モジュールを含むことができ、そ
のうち、
　BSS発信者処理モジュールは発信側MSCの通知によってローカルスイッチを実行するため
であり、又は、
　BSS着信者処理モジュールは、着信側MSCの通知によってローカルスイッチを実行するた
めである。
【００３７】
　さらに、また、MSC発信者処理モジュールとMSC着信者処理モジュールがそれぞれ発信ユ
ーザ及び着信ユーザがローカルスイッチ条件を満たすかどうかを判断するためであり、発
信ユーザ及び着信ユーザは、それぞれローカルスイッチ条件を満たす際、互いに発信ユー
ザ及び着信ユーザのアクセス情報を伝達し、
　そのうち、ローカルスイッチ条件を満たすこととは、ユーザが現在に別のユーザと通信
している会話が存在しなく、運営者のローカルスイッチユーザの管理策略に符合すること
である。
【００３８】
　さらに、発信側MSCと着信側MSCとが異なっている時、MSC発信者処理モジュールは、ISU
P/BICCシグナル又はMAP通知メッセージによって、着信側MSCとアクセス情報を伝達し、又
は、
　MSC着信者処理モジュールは、ISUP/BICCシグナル又はMAP通知メッセージによって、発
信側MSCとアクセス情報を伝達する。
【００３９】
　さらに、MSC発信者処理モジュールは、着信ユーザのアクセス情報における位置情報及
び発信ユーザが存在している位置情報が同一のBSSに属するかどうかを判断するためであ
り、
　同一のBSSに属し、且つ発信ユーザがローカルスイッチ条件を満たすことに判断し、又
は、同一のBSSに属し、着信ユーザのアクセス情報においてユーザのローカルスイッチサ
ポート指示を含み、且つ発信ユーザがローカルスイッチ条件を満たすことに判断すると、
ローカルスイッチをトリガーすることができることに判断し、又は、
　MSC着信者処理モジュールは、さらに、発信ユーザのアクセス情報における位置情報と
着信ユーザが存在している位置情報が同一のBSSに属するかどうかを判断するためであり
、
　同一のBSSに属し、且つ着信ユーザがローカルスイッチ条件を満たすことに判断し、又
は同一のBSSに属し、発信ユーザのアクセス情報にユーザのローカルスイッチサポート指
示を含み、且つ着信ユーザがローカルスイッチ条件を満たすことに判断すると、ローカル
スイッチをトリガーすることができることに判断する。
【００４０】
　さらに、MSC発信者処理モジュールは、さらに陸上回線割り当てメッセージによって着
信ユーザのベアラ回路情報又はコール標識を発信側BSSに伝達するためであり、
　BSS発信者処理モジュールは、着信側MSCが伝達したユーザのベアラ回路情報又はコール
標識を受信し、両側のコール接続を関連し、両側の音声ベアラにループを行うためであり
、又は、
　MSC着信者処理モジュールは、さらに、陸上回線割り当てメッセージによって発信ユー
ザのベアラ回路情報又はコール標識を着信側BSSに伝達するためであり、
　BSS着信者処理モジュールは、発信側MSCが伝達したユーザのベアラ回路情報又はコール
標識を受信し、両側のコール接続を関連し、両側の音声ベアラにループを行うためである
。
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　さらに、MSC発信者処理モジュールは、着信側MSC又はMSC着信者処理モジュールが伝達
した着信ユーザの応答メッセージを受信した後、発信側BSSへローカルスイッチ命令を送
信し、そのうち、ローカルスイッチ命令に発信ユーザ及び着信ユーザのベアラ回路情報又
はコール標識を携帯するためであり、
　BSS発信者処理モジュールは、さらに、発信側MSCが送信したローカルスイッチ命令を受
信し、発信ユーザ及び着信ユーザのベアラ回路情報又はコール標識によって両側のコール
接続を関連し、両側の音声ベアラにループを行うためであり、又は、
　MSC着信者処理モジュールは、さらに、着信ユーザの応答メッセージを受信した後、着
信側BSSへローカルスイッチ命令を送信し、そのうち、ローカルスイッチ命令に発信ユー
ザ及び着信ユーザのベアラ回路情報又はコール標識を携帯するためであり、
　BSS着信者処理モジュールは、さらに、着信側MSCが送信したローカルスイッチ命令を受
信し、発信ユーザ及び着信ユーザのベアラ回路情報又はコール標識によって両側のコール
接続を関連し、両側の音声ベアラにループを行うためである。
【００４２】
　さらに、BSS発信者処理モジュールは、さらに、ローカルスイッチの実行結果を発信側M
SCに返すためであり、
　BSS着信者処理モジュールは、さらに、ローカルスイッチの実行結果を着信側MSCに返す
ためであり、
　MSC発信者処理モジュールは、さらに、発信側BSSが返した実行結果を受信し、且つ実行
結果をMSC着信者処理モジュール又は着信側MSCに転送するためであり、
　MSC着信者処理モジュールは、さらに、着信側BSSが返した実行結果を受信し、且つ実行
結果をMSC発信者処理モジュール又は発信側MSCに転送するためであり、
　そのうち、実行結果は、ローカルスイッチ完成メッセージ又はローカルスイッチ成功メ
ッセージを含む。
【００４３】
　さらに、MSC発信者処理モジュールは、さらに、実行結果を受信した後、発信側BSSとの
間のベアラ陸上回線をリリースするためであり、
　MSC着信者処理モジュールは、さらに、実行結果を受信した後、着信側BSSとの間のベア
ラ陸上回線をリリースするためである。
【００４４】
　本発明の実施例が提供したローカルコールローカルスイッチの実現方法及びシステムは
、発信側MSC又は着信側MSCによってローカルコールに対して判断し、さらに、BSSにロー
カルスイッチを実行することを通知し、BSSに複数のMSCを接続することによるローカルス
イッチ失敗の問題を解決する。
【００４５】
　もちろん、本発明は、さらに別の多種の実施例を有してもよく、本発明の精神及びその
趣旨を離れない場合に、従業員が本発明によって、各種の相応の変更及び変形をしてもよ
いがこれらの相応の変更及び変形が本発明に付加した請求項の保護範囲に属すべきである
。
【産業上の利用可能性】
【００４６】
　本発明が提供したローカルコールローカルスイッチの実現方法及びシステムは、MSCに
よってローカルコールに対して判断し、さらに、BSSにローカルスイッチを実行すること
を通知し、BSSに複数のMSCを接続することによるローカルスイッチ失敗の問題を解決する
。
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